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１．会計報告
事務局から6月末現在の推移報告があり、承認された。
２．2014 年度活動方針の具現化（セミナーを中心に）
河村総務委員長から委員会での討議内容が報告さ
れ、項目毎で討議を行った。
①費税関連
・�８％から10％への税率の見直しや、軽減税率の導
入、あるいは海外電子媒体への公平な課税の実施
が決定された場合には、洋書業界特有の問題に関
わる実務上のガイドラインの公表や事務的なセミ
ナーの開催を行う必要があるので、準備を進める。
・�軽減税率や海外電子コンテンツへの課税などは
書協主催のセミナーや勉強会に参加することも
検討する。≪しかしながら、書協事務局に確認
したところ、消費税関連で（海外事業者公平課
税問題も含め）、セミナー、説明会の予定は無
いとの事。また軽減税率に関しては５月に書籍
4団体（書協、雑協、取次協、日書連）が連名
で声明を発表している。≫

②会員の学びの場を意識した文化的なセミナー
・�国会図書館関西館見学会は詳細が決まり、会員
へ案内を送った。
・�グレシャム理事からアイデアが出されたワーク
ショップに関しては、費用等実現に向けた調査
を行う事とした。
・�理事が持ち回りでテーマ設定する定期的な勉強
会→さらに検討が必要。
・�英語、英会話の「学びの場」の提供は保留とし
た。

３．理事長から
会員増強
書協国際委員会はIPA(国際出版連合)の活動を
支える委員会なので、直接会員増強には繋がら
ないが、同委員会と交流を図るため、次回の新
年会に招待する事を検討する。
委員会報告
事業委員会
TIBFでのバーゲンは昨年比マイナス３％程度
文化・厚生委員会
担当理事交代を各委員に改めて報告する。

４．その他
次回の理事会は9月下旬行う事とした。

理 事 会 報 告　2014年７月８日（火）

■ 部署名変更
トムソン・ロイター・プロフェッショナル株式会社
旧：Sweet�&�Maxwell
新：Global�Growth�&�Operations�ASEAN�/�North�Asia,�Legal
　　（略称：GGO�ANA�Legal）

■ 会員代表者変更
株式会社東亜ブック
旧：鶴　三郎
新：鶴　竜次

お 知 ら せ
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　2014 年のサマーパーティーは 7月 18 日（金）に
第一ホテル東京（新橋）にて盛大に行われました。
会場は新橋駅直結となっており、また銀座にも近く、
２次会にはうってつけの場所です。部屋も天井がた
かく、シャンデリアが印象的でした。
　33 社 126 名の多数の方にご参加いただき、午後 6
時から、7月に文化・厚生担当理事になりました細
谷氏（ビューローホソヤ）の開会の挨拶で始まり、
理事長土方氏（丸善）より乾杯の挨拶いただいてパー
ティーは進みました。サマーパーティーは若い方の
参加が多く、第一ホテル東京での開催は今回が初め
てでしたが（注）たくさんの美味しい料理と多種にわ
たるドリンクが用意され皆さん最後まで食事、アル
コールと会話を楽しんでいただけたと思います。中
締めは理事の中で最年少の松村氏（センゲージラー
ニング）が慣れない（本人曰く）一本締めを完璧に
こなして午後８時に好評の中閉会となりました。こ
のようなパーティーが皆様方により一層の親睦と協

会のさらなる発展につながっていくことを今年も祈
念いたしております。
また料理、スタッフの応対も申し分なかったので、
来年もこちらでの開催を予定しております。
　最後に、ホテルとの度重なる折衝をこなしていた
だいた、ユサコ㈱の玉井さんにお礼申し上げます。

（RT記）
（注）�サマーパーティー単独では初めてだが、3年前に総務委員会

主催で、協会創立70周年記念の会を行っている。

JAIPサマーパーティー

海外ニュース
この夏もっとも読まれない本は？
夏になると、書店では一斉に「この夏オススメの本」が平積み
になる。出版社もBest�Summer�Booksのリストを作って販売
促進に力を入れる。だが、この夏もっとも読まれない本はどれだ
ろう？　ウィスコンシン大学数学科教授Jordan�Ellenbergが、
おもしろい分析結果を公表した。AmazonのKindle用電子書
籍のページでは、Kindle読者がハイライトしたなかでもっとも多
かった上位五か所をPoplular�Highlightsとしてリストで表示
している。もし読者が最後まで読んでいれば、ハイライトした部
分は全体にまんべんなく散らばるはずだ。もしも最初のほうで
読むのをあきらめてしまったら、ハイライトは最初の部分に集中
する。そこでEllenberg教授は、五か所のハイライトされたペー
ジ数の平均値を出し、それを全体のページ数で割った。この数
値が高ければ、その本は最後まで読まれた確率が高くなり、低
ければ、あまり読まれていないと考えられる。Ellenberg教授は
この数値を、もっとも読まれていない本の代表格ともいえるホー
キング博士の『ホーキング、宇宙を語る』にちなんでHawking�
Indexと名付けた。
その注目の結果は下記の通り。
"The�Goldfinch"�by�Donna�Tartt�:�98.5%
（2014年ピュリッツァー賞フィクション部門受賞の大ベストセラー
長編小説。日本では河出書房新社より『黄金の足枷』（仮題）

で来夏刊行予定）
700ページを超えるこの文芸大作は、あきらかに人々がこれみよ
がしに持ち歩いて、でも結局読みとおせない本の典型のようだ
が、事実はちがった。五か所のHighlightsはいずれもラスト20
ページに集中していた。
"Fifty�Shades�of�Grey"�by�E.L.�James:�25.9%
（『フィフティ・シェイズ・オブ・グレイ』50カ国以上で翻訳され、全
世界で累計１億部を超える大ベストセラーの恋愛官能小説）
驚くべきことに、Top�Highlightsは官能的な部分ではなかっ
た。
"Capital� in� the�Twenty-First�Century"� by�Thomas�
Piketty�:�2.4%
（トマ・ピケティ著『21世紀の資本主義』原著はフランス語。英語
版は2014年3月に刊行。日本語版は2014年12月みすず書房よ
り刊行予定）
英語版の刊行からまだ数カ月しかたっていないとはいえ、この
数字はダントツだ。700ページ近い大著だが、五か所のTop�
Highlightsは26ページに集中している。
Ellenberg教授自身、このHawking�Indexはまったく科学的で
はなく、あくまでエンタテイメント目的のものだと断っている。
（The�Wall�Street�Journal�online,�July�3,�2014より抄訳）
全文はHPで！　　　　　　　　��ニュース提供：U.�P.�S.
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■ メディア広報委員会からのご案内

　今 8月号の発行に先立ち、協会のウェブページには夏にふさわしい記事『ジントニッ
クのお話し』が掲載されています。暑い夏の夜にお出かけになる前に、少しだけ協会ウェ
ブページにお立ち寄りいただき、記憶の中のジントニックの味を探してみてはいかがで
しょうか？
　メディア広報委員会では会員のみなさまに幅広い情報を提供すべく、掲載内容の見直
しを少しずつ続けております。今後もこれまでの誌面にとらわれずに“堅い”ものから“や
わらかい”ものまで、様々な情報をお届けしたいと思います。掲載内容等についてアイ
デアやご要望がございましたら、是非、当委員会までお知らせください。

　第 21 回東京国際ブックフェアは、7 月 2 日 ( 水 )
～ 5 日 ( 土 ) の 4 日間、東京ビックサイトにて開催
されました。会期変更の二期目となり影響・内容
を確認する年となりました。今年のテーマ国は「マ
レーシア」で、多文化国家で急速な発展を象徴する
ように、さまざまな語学・言語の出版物・ラーニン
グツールなど多くの教育関連の展示が特に印象的で
した。またマレー舞踊や影絵などの併設イベントは、
きらびやかでエキゾチックで会場に花を添えていま
した。
　なお同時開催展は、「第 18 回国際電子出版
EXPO」「キャラクター＆ブランド　ライセンス
展」「クリエイター EXPO 東京」「プロダクション
EXPO」「コンテンツ制作・配信ソリューション展」
となり、昨年同様、全会場を６分割し、コンテンツ
制作向け展示の色合いの濃い内容となっていまし
た。よってTIBF 以外の同時開催展の内容が、一般
読者を対象としたものではないことで、かつての
ブックフェアとは趣旨が変容しているのではと感じ
ました。なお主催者発表による全会場合わせた総来
場者数は6万2855人で、昨年より微増したようです。
　当協会主催の洋書バーゲンコーナーは、昨年同様
ワゴン 40 台での展開でしたが、大手国内出展社近
くの会場に変更されたことにより、周辺も含め来場
者でとても賑わっていました。また会場告知も新た
に大きな立て看板を設置して効果的であった様に思
います。　ただし残念ながら会期中の売り上げは、
前年より 7.5％マイナスという結果となりました。

昨年からの会期変更の影響か、前半の法人来場日 2
日間が11％マイナス、後半の一般来場日2日間が5％
マイナスとなりました。やはり前年度報告と同様に
一般来場者 ( 読者 ) のバーゲンへの期待値は十分に
高く、法人・業者の減少が大きく影響したものと推
測できました。そこで今回、本年度結果を受け一昨
年売上と対比したところ、会期前半 2日間が 42％マ
イナスの大幅減、会期後半 2日間は 5％マイナスの
微減にとどまり、法人の減少が明らかに売り上げを
押し下げていることが判明いたしました。
　上記結果を踏まえ、来年はより多くの出展社を募
り、内容を見直し、よりニーズにあった洋書バーゲ
ンフェアを取り戻すよう努力してまいりたいと思い
ます。
　会員皆様のご意見・ご尽力お待ちしております。
　最後に会期中、バーゲンセールにお手伝いいただ
きました関係者の皆様、お疲れ様でした。

（センゲージラーニング　奥村　尚史）

第21回東京国際ブックフェア
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　JAIP 会員の皆様には、国際的な出版や出版物の流通活
動にとって極めて大事なイベントであるフランクフルトメッセ
が本年 10月 8日から12日まで開催されます。そろそろメッ
セへの参加をご検討されておられる頃かと思います。従来
はJAIPのメディア情報（ホームページおよび会報）はフラ
ンクフルトメッセから帰国後に参加された方々にレポートを
お願いし、感想内容を掲載しておりましたが、今回は皆様
の出張がより有益なものとなるよう事前情報を掲載させてい
ただきます。
　個々の商談やメッセの見どころは各社の専門領域ですの
で、今回は視点を変えフライト、宿泊、食事箇所について
お伝えいたします。海外出張では足と宿と食が重要なポイ
ントとなります。現時点での航空便事情や運賃、ホテル事
情の情報提供をジェイワールドトラベルの藤代俊二様から、
お薦めのレストラン情報は、Bureau�Hosoya の細谷様と
Springer�Japan�の新井様、ユサコの山川から提供させて
いただきます。

　これらの情報が皆様のお役に立てれば幸いに存じます。

【航空券について】
　直行便は日本航空､ 全日空､ ルフトハンザ航空の 3 社の
運行は従来通りですが、今年からの大きな違いは、羽田
線が増便された事です。現在、成田から2便、羽田から3
便の計 5 便が運航されております。（下図ご参照）
　成田と羽田の運賃の差はほとんど無く、発着別 と々いう
手段も出来ますので、選択の余地はだいぶ広がりました。
運賃的では予約を開始し、発券の早い順から安い運賃で
の購入が可能です。
　当初、日本航空の往復運賃は￥70,000 からスタートして
おりますが、7月中旬現在予約可能な運賃は￥100,000 から
となりますので、早目に予約いただくことをお勧めいたしま
す。この先の運賃上昇は充分に考えられますので、ご希望
の座席の確保などを考えますと、今すぐにでもご手配をス
タートされた方が得策かと思われます。
また、人気のスターアライアンス・全日空ご利用で、日本航
空と同一日程の10月7日ご出発、12日ご帰国とした場合、
現時点で￥185,000と割高になってしまいます。（ルフトハン
ザ航空利用の場合は現在￥145,000となっています。）
　また、全日空ご利用の場合はご帰国を13日に設定され
ると、割引が適用となり、現在￥90,000とかなりお安くなり、
ホテル代 1泊分を考えてもだいぶ経済的に割安感があると
思います。
　このように出発日を1日ずらすことにより大幅な運賃差が
生じることも多々ありますので、ぜひとも一度弊社にご相談
を頂けますと、旅行代金削減のご提案をさせていただきま
すのでご用命ください。
　また、アジア系航空会社等の乗継を利用することにより

更に安く行かれる事も可能です。例えばカタール航空のドー
ハ乗り継ぎなどは航空運賃￥45,000 にて手配が可能です。
ただし、お時間のロスや体力消費を考えますと、それほど
得にはならないと思われます。お時間に余裕が有り、体力
に自信のある方は格安手段の一つとお考えください。

【羽田発】

※ 10/07�往路便：<羽田 >→フランクフルト
便名 別便名 発 着
NH203 （LH7237） �0：55 �6：05
NH223 （LH7243） 11：25 16：35
LH717 （NH5853） 14：05 18：45

※ 10/11�帰路便：フランクフルト→<羽田 >（12 日着）
便名 別便名 発 着
NH204 （LH7236） 12：10 �6：35
NH224 （LH7242） 20：45 14：55
LH716 （NH5854） 18：20 12：15

【成田発】

※ 10/07�往路便：<成田 >→フランクフルト
便名 別便名 発 着
LH711 （NH6001） �9：45 14：25
JL407 ― 11：35 16：40

※ 10/11�帰路便：フランクフルト→<成田 >（12 日着）
便名 別便名 発 着
LH710 （NH6002） 13：20 �8：55
JL408 ― 19：20 13：40

【燃油ｻｰﾁｬｰｼﾞ、空港諸税等について】
　現在のところ、往復料金で約￥65,000- 程度となります。
燃油サーチャージ､ 空港税の徴収額の決定は出発日ではな
く、発券時がベースとなります。
　日本航空、全日空は今のところ 8月31日までに発券の
場合、料金変更の予定はありません。ルフトハンザ航空は
8月1日より変更の予定があります。傾向は今のところ分かっ
ておりません。

【ホテルについて】
　中央駅と見本市会場の中間地点や、会場裏手のエリア等
の開発も進み、新しいエリアにホテルが増えてきております
が、人気は依然として見本市会場、市中心、中央駅を結ぶ
三角エリアに集中しており、会場付近や会場から街に出や
すい場所にあるホテルより埋まって来ております。また、フ
ランクフルト・リピーターの方々を中心に、多少会場から離
れても電車の便が良く、市内よりもお安い料金でレベルの

2014FRANKFURT BOOK FAIR フランクフルト情報
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高いホテルを利用される方も増えております。
　市内ホテルの泊数制限（4 泊以上滞在条件など）もだい
ぶ緩和されてきておりますが、依然として変更・取消・泊数
制限に厳しいホテルも多々ございます。ホテルも早い段階
で決め、安心されるのがお勧めです。尚、フランクフルト
の場合、殆どのホテルが税金､ サービス料､ 朝食込となっ
ておりますが、最近では、朝食、税金が別になっている場
合もございます。一泊当たり50EUR位の違いが出る場合
もございますので、ご予約時には良くご確認下さい。

【ネット予約について】
　インターネットの普及に伴いネット予約も便利になって来
ておりますが、トラブルも多くなっております。　航空券の
場合、ご予約から発券までの時間的余裕があまりありませ
んので、うっかり発券をしてしまった後に変更があった場合、
取消料がしっかりかかってしまった上に、当初よりも高い航
空券を購入するといったケースや、お名前がパスポートと違
うスペルになっていたり、旅券残存期限が足りず一旦取消
しとなり、空港で別の航空券を購入せざるを得ない、など
など。トラブルが数多く発生しております。
　また、ホテルにおいてもオーバーブッキングや予約が入っ
ていない、などでチェックインが出来ないなど、全てのトラ
ブルについて損失や労力などを自己責任において処理をし
なくてはなりませんので、慎重にご手配をされる事をお勧
め致します。
　また、ネット上での旅行会社におけるトラブルも発生しており
ます。旅行業登録がなされていることはもちろん、会社詳細
を良くご確認の上、ご選択されることをお勧めいたします。

【お薦めレストラン情報について】
MEDICI 　（ビューローホソヤ：細谷）
地中海料理がお楽しみいただけるお店です。もちろん、ワ
インも揃っています。
Adress：Weißadlergasse�2,�60311�Frankfurt
Phone：+49�69�21�99�07�94　　Fax：+49�69�21�99�07�95
E-Mail：�info@restaurantmedici.de
URL：http://www.restaurantmedici.de/en/

Mangetsu 　満月（まんげつ）　（Springer�Japan�：新井）
店名の通り和食レストラン（居酒屋）です。フランクフルトメッ
セから徒歩圏内、お刺身、餃子、釜飯や種類豊富な焼酎
など洋食に少し飽きて和食が恋しくなったら是非行ってみて
ください。（事前予約をお勧めします。）
Address:Varrentrappstrasse� 57,� 60486�Frankfurt,�
Hesse,�Germany�（Innenstadt）
Phone:�＋ 49-69-772�210
http://www.tripadvisor.jp/Restaurant_Review-
g187337-d1962005-Reviews-Mangetsu-Frankfurt_
Hesse.html
https://www.facebook.com/Izakaya.mangetsu
http://www.mangetsu.de/images/content/Engang-
von-Mangetsu_k.jpg

SURF'N TURF : The Ultimate Steakhouse
（ユサコ：山川）

メッセ会場からタクシーで15 分ほどの住宅地にある高級ス
テーキハウスです。
牛肉は米ネブラスカ州産の高級ビーフ、前菜、サラダ、スープ、
デザートが充実しており、まさにアメリカの高級ステーキハ
ウスであり、サービスはジャーマンホスピタリティーを感じま
す。本格的なステーキを召し上がりたい方にはこのお店を
おすすめ致します。
このお店は高級レストランチェーンの中の一件で、他にフレ
ンチ、シーフード、ジャパニーズなどがあります。詳細は以
下のホームページをご覧ください。
Address:�Grueneburgweg�95,� 60323�Frankfurt� am�
Main
Phone:�+49�（0）�69-722122
http://frankfurtsbest.com/restaurants/surf-n-turf-
frankfurt/#sthash.EPLua4MM.dpuf

（終りに）
このたび記事情報の取材にご協力いただきましたジェイ
ワールドトラベル藤代様、ビューローホソヤ細谷様、シュプ
リンガージャパンの新井様に感謝申しあげます。

　2014 年 8月

JAIPメディア広報委員会　
担当理事　　山川隆司
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　2014�年７月。FIFAワールドカップ開催でニューヨー
クにおいてもサッカー観戦で盛り上がり、独立記念日の
花火は数年ぶりにイースト・リバーで開催、ニューヨーク
３年目の夏にしてようやくブルックリン自宅の屋上から
花火を楽しむことができました。そんな中、今まで住ん
でいたアパートの大家さんがアパートを売却すると言う
ので、この１ヶ月は物件探しに明け暮れ、ようやく引越
し先が決まり本日引越し。現在この原稿を空っぽになっ
た自宅で書いています。
　ここ最近の出版業界の話題はまたもやアマゾン。７月
18日にアマゾンがKindle�Unlimitedを発表し、$9.99/
月の定額読み放題サービスで60万タイトル、2000以上
のオーディオブックを提供しはじめました。この新しい
サービスの反響は大きく、こちらの出版業界及び図書館
業界でいろいろな議論が交わされています。音楽配信
や映画ストリーミングのように出版の世界でも定額読み
放題のモデルが浸透するのでしょうか？ただ、実際のと
ころは提供される60万タイトルのうちの50万タイトルは
KDP�(Kindle�Direct�Publishing)Selectによる自己出版
またはアマゾン出版によるコンテンツであること、大手
商業出版社ビック5のタイトルは含まれていないこと、現
在提供しているベストセラーは多くの人が既に読んでい
る数年前のものということが明らかになってくると、発
表当初の注目度に代わり現在はより懐疑的な意見や出
版業界に与える影響はたいしたことないと考える人が
多いようです。社内でも現時点でこのサービスはあくま
でも試験的なものだと捉える意見があり、本の定額読
み放題マーケットが存在するとしたらおそらくそれはマ
スを対象としたフィクションや特定のノンフィクションの
分野で、学術出版においては多くの書籍を読み放題に
するよりも、一冊の書籍を構成するコンポーネントへの
アクセスにニーズがあり、それを可能にするオンライン商
品の今後のモデルの進化を考えることのほうが重要、
というコメントも聞かれました。
　図書館、特に公共図書館の間ではこの新しいサービ
スの影響を危惧する声もあれば冷静に構えている意見
も両方見られます。今週の�The�Digital�Shift*の記事
では「図書館に対して混乱を起こしかねない」という
意見や「アマゾンと直接競争するのではなく、図書館と
していかにアマゾンのサービスを補完するかを考える
べき」という意見、逆に「60万タイトルは図書館資料の
需要に影響を与える数ではない」、「我々はAmazon�
Unlimited�が提供できないビック5のベストセラーを提

供できる」と物理的なスペースを持つ図書館の強みを主
張するコメントもみられました。ただ、何らかの形でこの
サービスが成功した場合、書籍の購入方法がさらに複
雑化することは間違いなく、今後の動きが気になるとこ
ろです。
　学術図書館におけるここ最近のトピックはもっぱら
DiscoveryとUsageです。図書館に対してご購入頂いた
ものの価値を如何に示すかという点は常に社内のセー
ルスチームが議論していることですが、購入したコンテ
ンツが”Discoverable”であること、それが実際に使わ
れるものであること、そのために正確な利用統計を入手
可能であること、この３点がますます重要となってきて
いると感じます。６月末に開催されたALA(American�
Library�Association)で図書館員に対してディスカバ
リー・サービスに関するアンケートを行ったのですが、
回答頂いた160人近い図書館員のうち、なんらかのディ
スカバリー・サービスを導入していると答えた方が全体
の60％、今は導入していないが今後の導入を考えてい
ると答えた方が23％でした。ディスカバリー・サービス
に対する満足度は様々でしたが、コンテンツの収集価
値を示す方法としてますますディスカバリー・サービス
が注目されている現状を受け、出版社としてもさらなる
データの整備、機能の理解、利用統計との関連性など
をきちんと把握していかなければいけないと考えます。
このあたりについて、日本の大学図書館でも同じ状況な
のでしょうか？
　最後に私事になりますが、８月１日をもちまして11年
少々勤めたケンブリッジを辞めることになりました。こ
の間、日本の洋書業界の多くの方々にお世話になり様々
な面で暖かく支えて頂きました。この場をお借りして御
礼申し上げます。もうしばらくニューヨークにいる予定で
すので、こちらにいらっしゃる機会がございましたら是
非ご連絡ください。ありがとうございました。

平野圭子＠ニューヨーク
keiko711ny@hotmail.com

*The�Digital�Shift�
“Librarians,�Media�React� to�Launch� of�Kindle�
Unlimited”
http://www.thedigitalshift.com/2014/07/ebooks/
librarians-media-react-launch-kindle-unlimited/

N Y 通 信  最終回 平野圭子＠ニューヨーク
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